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（そのとき、イエスはひとびとにいわれた。）「かみのくにはつぎのようなものである。ひとがつちにた

ねをまいて、よるひる、ねおきしているうちに、たねはめをだしてせいちょうするが、どうしてそうな

るのか、そのひとはしらない。つちはひとりでにみをむすばせるのであり、まず、くき、つぎにほ、そ

してそのほにはゆたかなみができる。みがじゅくすると、さっそく、かまをいれる。しゅうかくのとき

がきたからである」さらに、イエスはいわれた「かみのくにをなににたとえようか。どのようなたとえ

でしめそうか。それは、からしだねのようなものである。つちにまくときは、ちじょうのどんなたねよ

りもちいさいが、まくと、せいちょうしてどんなやさいよりもおおきくなり、はのかげにそらのとりが

すをつくれるほどおおきなえだをはる。 

イエスは、ひとびとのきくちからにおうじて、このようにおおくのたとえでみことばをかたられた。た

とえをもちいずにかたることがなかったが、ごじぶんのでしたちにひそかにすべてをせつめいされた。 

 

 

ぼく、わたしがみちをあるいているときに、いまちょうどはるのきせつで、ふゆにきがかれ
たみたいなすがたを、あっというまに、とてもきれいなはっぱでドンドンうつくしいすがた
になっていることにきづいていますか。すこしとどまって、よ〜くみてごらん。いいきもち
になっていませんか。 
イエスさまはいつもたとえばなしでかみのくにのことをはなしてくださっています。きょ
うの「からしだね」のはなしもそうです。そのたねをみたことがありますか。わたしたちが
よくしっているばしょにあります。それはたるみきょうかいのしんぷさまのいえのいりぐ
ちのみぎにあります。そのたねはとてもちいさいですよ。（いまもあるとおもいますが・・・） 
わたしたちはたねがせいちょうするようすをじっさいにみていないけれど、そこにそそが
れるかみのはたらき、かみのくににきづいていないので、そこでイエスさまは、なんとかき
づかせようとたとえをつかいます。 
イエスさまは、かみさまのくには「からしだね」のようなものであるとおっしゃっています。
ほかのどんなたねよりもちいさなからしだねは、せいちょうすると、わたしたちのせのたか
さをこえるほどになって、おおきくえだをはるといいます。ものすごいエネルギーですね。
かみさまのまかれたあいのたねもおなじです。それはさいしょはひとのめにみえないほど
ちいさいけれど、いまもわたしたちのうちにできるかみさまのくにのかんせいをめざして、
せいちょうをつづけます。そのたねはいま、どのくらいのたかさにそだっているのでしよう。
イエスさまといっしょにながめましょうね。 



でしたちは、かみさま（イエスさま）のことを、はじめはちいさなにんずうからはじまって 
「ちいさなたね」はどんどんせかいじゅうにひろがったように、ちいさなあいのたねをとお
してイエスさまといっしょに、かみさまのくにづくりのためにちからをあわせて、はたらき
たいものですね。 
 

ぬりえ 

      

ひだりとみぎのえの１０このちがいをみつけますか  

    

ちいさなたねがせいちょうして、そらのとりが

すをつくれるほどおおきくなる。 


